
「無期転換ルール」Q＆A 

無期転換後の労働条件は？ 

無期転換の申込みの方法は？ 
   
Ａ3．申込みは、口頭で行っても法律上は有効です。しかし、口頭での申込みは、後日、

申込みをしたかどうかの争いが生じやすいという問題がありますので、労働者の方に

は、できるだけ書面で申込みを行うことをお勧めします。また、申込みを受けた事業

主の方には、その事実を確認するための書面を労働者に交付しておくことをお勧めし

ます。申込みの書面については、以下を参考にしてください。 

Ａ4．無期転換ルールによって、契約期間は有期から無期に転換されますが、無期転換後

の給与などの労働条件は、就業規則等で別段の定めがある部分を除き、直前の有期労

働契約と同一の労働条件となります。したがって、無期労働契約に転換された労働者

に対して、どのような労働条件を適用するかを検討した上で、別段の定めをする場合

には、適用する就業規則にその旨を規定する必要があります。ただし、無期転換にあ

たり、職務の内容などが変更されないにもかかわらず、無期転換後の労働条件を低下

させることは、無期転換を円滑に進める観点から望ましいものではありません。 

   また、特に定年など、有期契約労働者には通常定められていない労働条件を適用す

る必要がある場合には、適切に設定の上、あらかじめ明確化しておく必要があります。 

無期転換ルールの対象となる契約期間はいつから数えるの？ 

Ａ2．通算契約期間のカウントは、平成25年４月１日以降に開始する有期労働契約が対象

です。平成25年３月31日以前に開始した有期労働契約は、通算契約期間には含まれ

ません。 

 「無期転換ルール」は何のためにあるの？ 

Ａ1．有期労働契約で働く人の約３割が、通算５年を超えて有期労働契約を繰り返し更新

している実態にあり、それによって生じる雇止めの不安の解消が課題となっています。

また、有期労働契約であることを理由として不合理な労働条件が定められることのな

いようにしていく必要もあります。 

   無期転換ルールは、こうした問題に対処し、働く人が安心して働き続けることがで

きる社会を実現するためのものです。 

無期労働契約転換申込書 

           殿 

申出日  平成  年  月  日 
 
申出者氏名          印 

 私は、現在の有期労働契約の契約期間の末日まで
に通算契約期間が５年を超えますので、労働契約法
第18条第１項に基づき、期間の定めのない労働契約
（無期労働契約）への転換を申し込みます。 

無期労働契約転換申込み受理通知書 

           殿 

受理日  平成  年  月  日 
 
職氏名            印 

 あなたから平成  年  月  日に提出された
無期労働契約転換申込書について受理しましたので
通知します。 
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